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Synopsis  

Mangrove vegetation estends from the tropical Asia toward north as far as the southern 

part of theJapaneseIslands．The mangrovevegetaion，grOWing uniquelyin the seaside，nOt been  

thesubject of majorinternationalphytosociologicalstudy・Although the mangrovetvegetationin  

tropicaland subtropicalarea yields charcoal，fire woods，tannin an（lmarine products，and contrib－  

utes to humanlife．   

1n the field surveyin Feburuary－March，1982，phytosociologicalinvestigation of the mangrove  

forest stands，Which are naturalor semi－naturalwithlittle humanimpact，WaS Carried out at the  

IslandIriomote，in the southern end ofJapan．   

The purpose of this studyis to ditermine the phytosociologicalsystem of themangrove vege－  

tationinJapan and tropicalAsia．This paperis the first ofa series reporting the results of such  

a studyinJapan．  

はじめに  

熱帯，亜熱帯を代表する植生の一つにマングロ・－ブ  

林がある。熱帯から亜熱帯にかけての河口，海岸線，  

ラグーンなどの潮間帯ほ，海水や汽水によって定期的  

に冠水する塩生立地となっており，ハマザク ロ属  

507用g′・αどよα，ヒルギダマシ属A㍗よrピ〃乃fα，オオ／ミヒル  

ギ属朗よヱ呼ん07一αなどのマングローブ林が発達してい  

る。とくに熱帯アジアは，熱帯アメリ九 熱帯アフリ  

カと比較してマングローブ林の種組成が豊富となって  

いる。   

マングロ・－ブ林は，わが国南端の八重山諸島をはじ   
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め，琉球列島，奄美諸島，屋久島，種子島などに分布  

しており，鹿児島県喜入あるいは大浦川河口のメヒル  

ギ林が東アジアにおける北限となっている。   

西表島は，わが国の西南端に位置しており，熱帯ア  

ジアに広く分布しているニッパヤシ，ミ ミモチシダ，  

マヤプシギなど多くの熱帯・亜熱帯植物の分布の北限  

域となっている。マングロ←ブ林の構成種は，わが国  

のマングローブ林中最も多く，マヤプシギ50〝乃g7廿  

f∫αα／ろα，ヒルギダマシA㍗～（tg乃乃∫α7乃α7イ乃α，オオ／ミ  

ヒルギ屈ん∫g呼ゐ07一α∫∠〆0∫α，オヒルギ月7→〟g‡↓feプ‾α  

gッ／J‡乃07－「んfヱα，メヒルギ属ム〃‘おJfαCα乃‘おJ，ヒルギモ  

ドキエ〟椚乃よ乙こgJ一αr〟Cg／〝0∫αの6種を数える。また，  

生育面積も，仲間川，浦内川，仲良川などの河口から  

潮の影響の及ぶ中流域にかけて，比較的規模の大きい  

マングロ′－ブ林がみられる。   

西表島のマングローブ林に関する研究はこれまで  

に，宮田・′J＼谷（1963），伊藤（1967），新（1970），  

中須賀・大山・春木（1974），Hosokawa，Tagawa＆  

Chapman（1977），菊池・田村・牧田・宮城（1980）  

らによる，生態および種の分布，群落構造や地形との  

関係を論じた研究があり，植物社会学的研究には，新  

納・宮城・新城・島袋（1974），Miyawakiand Su－  

zuki（1975），鈴木（1979），Miyawaki（1980）など  

が挙げられる。   

今回，西表島の仲間川，浦内川を中心とした河川の  

河口付近に生育しているマングローブ林について約  

160地点で現地植生調査資料が収集され，室内作業に  

よる群落組成表の作成など植物社会学的な解析が行わ  

れた。  

Ⅰ．位置および気候  

西表島は北緯24015′～20′，東経123040′～45′に位置  

Fig．1西表島および隣接地域図  

Untersuchungsgebiet derInselIriomote  

A．浦内川   B．西田川   C．後良川   D．仲間川  

Fl．Urauchi Fl．Nishida  Fl．Shiira Fl．Nakama   
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Ⅲ．調査結果：群落区分   

1．ヒルギグマシ群落  

Avicennia marina－Gesellschaft（Tab．1）   

ヒルギダマシ群落はヒルギダマシによって区分され  

る。群落高は1～6mに達するが，ヒルギダマシ自体  

の高さは1．5m程度で，盆栽状の樹形を呈している。  

単層構造の林分から3層構造の林分までみられる。オ  

オバヒルギやメヒルギが混生するほか，オヒルギやマ  

ヤプシギが優占する林分も含まれている。   

ヒルギダマシ群落は，仲間川，後良川，浦内川など  

の河口付近の深い泥貿立地の最前線に生育しており，  

オオバヒルギ群落やマヤプシギ群落などの前縁部に位  

置している。古見の後良川河口では，道路が建設され  

たために海水の出入りがほとんどなくなり，含有塩分  

濃度が上昇していると思われる派質土にヒルギダマシ  

群落が生育している。   

ヒルギダマシはマングローブの中で最も耐塩性が強  

いといわれており，年に数回しか満潮の影響を受け  

ず，蒸発による塩分が濃縮された最内陸部にも生育す  

ることが括摘されている（Walter1964，吉良1967）。  

西表島においても，この傾向は仲間川において報告さ  

れている（菊池・田村・牧田・宮城1978）。   

ヒルギダマシ群落ほ以下の下位群落に区分される。   

a．典型下位群落：典型下位群落ほ特別な区分種を  

もたない下位群落である。ヒルギダマシが優占する盆  

栽状の林分が多いが，オオバヒルギが優占する林分も  

ある。   

b．オヒルギ下位群落：オヒルギ下位群落はオヒル  

ギによって区分されるが，更にマヤプシギによって典  

型下位群落とマヤプシギ下位群落に下位区分される。  

典型下位群落ほ，ヒルギダマシ，オヒルギ，オオバヒ  

ルギ，メヒルギを混生する林分である。マヤプシギ下  

位群落ほマヤプシギが優占しており，マヤプシギ群落  

に種組成的に近似している。マヤプシギ下位群落ほ，  

マヤプシギとヒルギダマシの両種が生育する立地にお  

いてのみみられる。   

C．マヤプシギ下位群落：マヤプシギ下位群落は，  

オヒルギ下位群落のマヤプシギ下位群落とほオヒルギ  

を欠くことで区分される。マヤプシギ群落の前縁側に  

生育している。  

2．マヤプシギ群落  

Sonneratia alba－Gesellschaft（Tab．2）   

マヤプシギ群落はマヤプシギによって区分され，マ  

ヤプシギが被度・群度：：う・3～5・5で優占する。群  

落高は（1．5）こト5mに達し，群落構造は低木層およ   

Islliきミal（i（60111）  
〔31－60〕  

Fig．2 石垣島の気候ダイアグラム  

Klimadiagrammen von Insel Ishigaki 

しており，沖縄列島の最南端の八重山群島に属してい  

る。気候的に東シナ海および太平洋の影響を強く受け  

る亜熱帯海岸気候に属している。隣接する石垣島で  

ほ，年平均気温23．60c，1月の平均気温17．90cの値  

を示しており年較差が′J＼さく，年間を通じて温暖であ  

る。暖さの指数ほ228．8m．d．（石垣島1931～1960年）  

となり，吉良（1945）の気候区分による亜熱帯に含ま  

れている。年降水量ほ年次による変動幅が大きい。石  

垣島では年平均降水量が2195．5mmに達しているなど  

2000mmを越えることが多い。   

西表島は気節夙の影響を強く受け，夏には南東季節  

風が，冬には北東季節風が卓越する，いわゆる東アジ  

ア季節風帯に属する。また，本地域は台風の通過路に  

あたっており，頻繁に発生する台風ほ，降水量を増加  

させるとともに，しばしば風害や潮害をもたらす。   

Ⅰ．調査法   

調査は1982年3月4日～11日にかけて仲間川，浦内  

川，西田川，後良川などのマングロ・－ブ林を対象に実  

施された。調査方法は，現在広く用いられている  

Braun－Blanquet（1964）による植物社会学的方法に基  

づいて行なわれた。植生調査地点は，相観的，立地条  

件的に均一と判定される林分で最小面積以上広がりを  

もつ林分が選定された。植生の各階層別に種のリスト  

アップと量的測度（被度）および質的測度（群度）が  

与えられた。また，立地条件や隣接群落など現地で測  

定可能な範囲で記録された。野外で得られた植生調査  

資料は，室内作業によってほぼ同一の群落と判定され  

るものごとに整理され，素表，常在度表，部分表，区  

分表，総合常在度表へと真の組み替えが行なわれ 最  

終的な群落組成表にまとめられた。  
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び草本層の2層構造のものが最も多く，単層構造の林  

分もかなりある。林分により，3層構造を形成する。  

出現種数は1～3種を数える。マヤプシギ群落は，河  

口下流部の流れのゆるやかな，泥土の厚い立地に生育  

しており，マヤプシギの根元から放射状に伸びた呼吸  

根が特徴的である。仲間川の河口下流域や竹富町古見  

の海岸から植生調査資料が得られた。林分によりマヤ  

プシギのほかに，オオバヒルギ，オヒルギ，メヒル  

ギ，ヒルギダマシが混生しており，以下の下位群落に  

区分される。   

a．典型下位群落：典型下位群落はマヤプシギ1種  

のみから構成されるマヤプシギの純群落である。河口  

下流部のほぼ汀線沿いに，先駆的に生育している。   

b．オオバヒルギ下位群落‥オオバヒルギ下位群落  

はオオバヒルギによって区分される。オオバヒルギ下  

位群落は，さらにオヒルギ下位群落，典型下位群落，  

メヒルギ下位群落に細区分されるが，これら下位群落  

間に立地的な相異はほとんど認められず，各下位群落  

は遷移段階の違いに応じて生育している。  

3．オオバヒルギ群落 劇痛明血血＝吸血紺  

（＝Rh，”luC7－071ata）－Gesellschaft（Tab．3）   

オオバヒルギ群落はオオ／ミヒルギによって区分され  

る。群落高は2～5m，植被率70～90％であるが，  

30，40％と疎開した林分もみられる。群落構造は2層  

構造のものが多いが，単層構造の林分もみられる。   

オオ／ミヒルギ群落ほ，河口下流部に広く分布してい  

る。マヤプシギやヒルギダマシを欠く立地の河口最前  

線に先駆的に生育している。また河口，上中流域や水  

路沿の最前線にも生育している。仲間川や浦内川など  

にまとまった群落がみられる。   

オオバヒルギ群落はさらに2下位群落に区分され  

る。   

a．典型下位群落：典型下位群落は，オオバヒルギ  

1種から構成されるオオバヒルギ純群落である。群落  

の高さは2～6mで，高さ1m前後の草本層はオオバ  

ヒルギの幼木により構成されている。   

b．メヒルギ下位群落：メヒルギ下位群落ほメヒル  

ギによって区分される。オオバヒルギとメヒルギから  

構成され，オオバヒルギよりもメヒルギの方が優占す  

る林分も含まれている。  

4．オオバヒルギーオヒルギ群落  

月んfgqp九orα融和h和一βr〟g〟ferα  

gymno7・rhiza－Gesellschaft（Tab．4）   

オオバヒルギーオヒルギ群落は，オオバヒルギ，オ  

ヒルギによって区分され，西表島のマングローブ林の  

中でほ最も一般的な群落である。群落高1．5～9m，  

群落構造ほ単層構造から3層構造までみられ，林分に  

よる差が大きい。オオ／ミヒルギーオヒルギ群落は，河  

口上流域から下流域にわたって広く生育しており，オ  

オ／ミヒルギ群落およびマヤプシギ群落の後背部に位置  

している。オオ／ミヒルギーオヒルギ群落は3下位群落  

に区分される。   

a．ミミモチシダ下位群落：ミミモチシダ下位群落  

ほ，汽水により冠水することが少ないマングローブ林  

域でも上位に位置しており，土壌表面が乾燥し，固結  

してきた立地に特徴的な，いわゆるカニ山上の林分で  

ある。ミミモチシダ下位群落ほミミモチシダによって  

区分されるほか，マングローブ林の後背地に生育する  

シマシラキ，つる植物のヒルギカズラが生育してい  

る。   

b．典型下位群落：典型下位群落は特定の区分種を  

欠いており，まれにシマシラキやヒルギダマシが混生  

するほかは，ほとんどオオバヒルギとオヒルギによっ  

て構成されている。従って，オオバヒルギが被度・群  

度：5・5で優占する群落，およびオヒルギが被度・  

群度：5・5で優占する群落も同等に扱われている。  

また，倒木によって生じた大きなギャップの中に再生  

途中の植分も含まれている。   

典型下位群落はオオ／ミヒルギ群落やマヤプシギ群落  

と隣接するほか，内陸に近い立地にも生育している。  

仲間川においてほ，アダン群集に接した，年に数回し  

か満潮時の冠水の影響を受けないような立地に，広い  

面積にわたってオオバヒルギの優占する林分が生育し  

ている。このような立地ほ水分の蒸発によって土壌塩  

分が濃縮されており，オオバヒルギの強い耐塩性が推  

測される。   

C．メヒルギ下位群落：メヒルギ下位群落はメヒル  

ギによって区分され，大きく2つの型に分けられる。  

1つはオオバヒルギの優占する型であり，もう1つほ  

メヒルギの優占する型である。  

5．オヒルギ群落 βr〟g〝ierαg〝椚〝Orr鳥izα・  

Gesellschaft（Tab．5）   

オヒルギ群落はオヒルギによって区分され，群落ほ  

高さ10mに達する林分もある。多くほ3層構造をとる  

が，高さ1．2mで単層構造をなす林分もみられる。   

オヒルギ群落は，全般的にオオバヒルギ群落やオオ  

バヒルギーオヒルギ群落の内陸側に生育しており，浦  

内川や西田川などではシマシラキ群落やクロミノオキ  

ナワスズメウリーオオノ、マボウ群集と接している。ま  

たオヒルギ群落ほ，仲間川ではマングローブ林の中で  

も最も上流側まで生育しており，河口中流域でも水路   
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木1980）が，西表島においては他のマングローブ林の  

前縁に小林分を形成する程度で，大規模な林分は認め  

られない。また，メヒルギは，マヤプシギ群落やオオ  

バヒルギ群落，オオバヒルギーオヒルギ群落，オヒル  

ギ群落に混生し，メヒルギ優占林分を形成しており，  

随伴種的な傾向が強い。いずれの場合でも最前線に生  

育していることが多く，先駆的林分である。  

7．ヒルギモドキ群落 エ〟m几ifヱゼrαrαCemOβα－  

Gesellschaft（Tab．7）   

ヒルギモドキ群落ほヒルギモドキによって区分され  

る高さ1．5～4mの低木林である。ヒルギモドキが優  

占しており，オオバヒルギ，イボタクサギ，アダン，  

イグサ，シイノキカズラ，オヒルギなどが混生してい  

る。生育立地は，カニ山のやや乾いたところや海に面  

しているが土壌のやや圃結したところである。また，  

放牧などの人為的影響を受けたと思われる荒廃した立  

地にも生育している。古見の林分でほマヤプシギ群落  

に接した内陸側に生育しているが，浦内川などのやや  

荒廃した立地では，ソナレシ／ミ群落やヒトモトススキ  

群集と隣接している。ヒルギモドキは他のマングロ・－  

ブが破壊された跡に群落を形成する傾向が強い。ヒル  

ギモドキ群落は以下の3下位群落に下位区分される。   

a．イボタクサギ下位群落：イボタクサギ下位群落  

は，マングローブ林の破壊された跡地に繁茂している  

半っる植物のイボタクサギによって区分される。古見  

において植生調査資料が得られ，波の静かな海岸に生  

育している。イボタクサギ下位群落はマヤプシギ群落  

の疎開した部分にパッチ状に生育しており，先駆的あ  

るいは林内が撹乱されている林分である。   

b．オヒルギ下位群落：オヒルギ下位群落ほオヒル  

ギによって区分される。シイノ車力ズラ，オオハマボ  

ウ，オオバヒルギが散生しており，砂質な立地に生育  

しているヒルギモドキ林である。  

に沿ってオヒルギ群落が生育している。  

オヒルギ群落は以下の4下位群落に下位区分され  

る。   

a．メヒルギ下位群落：メヒルギ下位群落ほメヒル  

ギによって区分され，オヒルギとメヒルギから構成さ  

れるメヒルギ優占群落である。群落高は1．2～4mと  

オヒルギ群落では最も低く，植被率30％の疎林も含ま  

れている。河口上流域の最前線や水路沿いに生育して  

いる。   

b．典型下位群落：典型下位群落は，ほとんどがオ  

ヒルギのみから構成されるオヒルギ純群落であり，と  

きにアダンやヒルギカズラが低被度で混生している。   

c．ナンテンカズラ下位群落：ナンテンカズラ下位  

群落はナンテンカズラによって区分される。出現種数  

は2～4種を数える。仲間川でほ上流域の河川沿い  

に，西田川などの′J、河川では河口のやや凸状立地に生  

育しており，どちらの河川でもクロミノオキナワスズ  

メウリーオオハマボウ群集と隣接している。   

d．アダン下位群落：アダン下位群落は，出現種数  

が3～5種とオヒルギ群落中最も多く，アダン，シイ  

ノキカズラによって区分されるオヒルギ林である。オ  

オバヒルギーオヒルギ群落ミミモチシダ下位群落と同  

様に，カニ山上の林分である。アダン群集やシマシラ  

キ群落，サキシマスオウノキ群集に隣接している。  

6．メヒルギ群落 助柁deJiαeα几deJ－Gesellschaft  

（Tab．6）   

メヒルギ群落はメヒルギのみから構成されるメヒル  

ギ純群落である。今回，仲間川と白浜の2地点でメヒ  

ルギ群落の植生調査資料が得られている。高さ1．5～  

2．5叫植被率ほ60％であり，河口よりやや上流のオ  

ヒルギ群落の前縁に生育している。   

メヒルギは奄美大島や屋久島，種子島などでは，比  

較的広い面積で純群落を形成している（大野1964，鈴  

Tab．6 メヒルギ群落  

Lfd．・Nr．：   

Feld・Nr∴  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（m2）：   

H6he d．Vegetation（m）：   

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

ぷムnduia can（おl－Gesellschaft  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

調 査 月 日  
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Trennart d．Gesellschaft：  

ぶ‘川‘んJJ‘＝、‘川（ムイ  ●  ●  
4
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3
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ころでほ，宮田・′J＼谷（1963）も仲良川で指摘してい  

るように，川岸の突出部にほアダン・オオハマボウ  

が，湾入部にはオヒルギがすみわけている。河川の中  

および下流側では，ヒルギダマシ→マヤプシギ→オオ  

バヒルギ→オヒルギ→アダン・シマシラキ・サキシマ  

スオウノキ→サガリバナの順になることが多い。メヒ  

ルギは，宮田・小谷（1963）が報告しているようなオ  

オバヒルギとオヒルギの間に生育する傾向は今回の調  

査では見出せず，むしろ前縁に先駆的に生育する傾向  

が強い。メヒルギが前縁に生育するところでは，メヒ  

ルギ→ヒルギダマシ・マヤプシギー→オオバヒルギ→オ  

ヒルギの順序となる。浦内川ではマヤプシギが分布し  

ていないため，ヒルギダマシ→オオバヒルギ→オヒル  

ギの順か，メヒルギ→ヒルギダマシ→オオバヒルギ→  

オヒルギの順序となる。ヒルギモドキについては，そ  

の配置が判然としていないが，マヤプシギやオオ／ミヒ  

ルギの内陸側に生育する傾向が認められる。   

それぞれの種の組み合せにより区分された群落の配  

列は，基本的にほ種の配列順序に従って配列している  

が，実際には細かい立地条件に応じた群落配分が認め  

られる。Fig．4～6は，仲間川および西田川において  

実際にみられる群落の配分模式図である。仲間川の河  

口下流域では最内陸部までオヒルギ群落が占め，水路  

の両側もオヒルギ群落で占られている。中流域では，  

オヒルギ群落とオオノミヒルギーオヒ1レギ群落の配列の  

繰り返しがあり，潮の干満の影響をあまり受けない最  

内陸部の塩性湿地までオオバヒルギーオヒルギ群落が  

占めている。西田川では，マヤプシギ群落が最前列に  

C．アダン下位群落‥アダン下位群落ほアダン，イ  

グサによって区分される。カニ山上の乾いた立地に生  

育しており，内陸側はアダン群集に隣接している。  

Ⅳ 考  察   

西表島のマングローブ林は，構成種数が6種とわが  

国において最も多く，生育面積も大きくまとまった林  

分を形成している。しかし，タイ，マレ←シア，フィ  

リピンなどの熱帯アジアのマングロ←ブ林と比較する  

と，構成種，群落高，群落の規模など全て貧化あるい  

は単純化している。いわば分布の北限域に近い西表島  

のマングローブ林ほ縁辺部的傾向をもつものといえ  

る（Miyawaki1980）。しかし，構成種は東南アジア  

のマングローブと共通であり（Chapman1976，田川，  

1982），群落の配分も基本的には同じ傾向が認められ  

る（Watson1928，吉良1967，Chapman1976）。  

1．群落配分  

マングローブ林の種の配列は，潮の干満の頻度や程  

度，土壌基質や地形，塩分濃度などと密接な関係があ  

る（Richards1964）。したがって，河口であるか海岸  

あるいは入江であるかによって種の配列は異ってい  

る。また，河口でも中流側であるか下流側であるかに  

ょって，少しづつ異っている。一般的に，河口上流側  

および下流例の種の配列ほ Fig．3に示される順序に  

なっている。すなわち，上流側では海から陛に向っ  

て，ヒルギダマシ→オオノミヒルギ→オヒルギー→アダン  

・オオハマポウ→サガリ／ミナの順に配列している傾向  

がみられる。仲間川の最上流側の川の蛇行していると  

［       ］  
■  

巨］」囲班忙∃  
Fig．3 西表島の河口におけるマングローブの配列  

Schematische Darstellung der Mangrovein der FluL3miindung vonIriomote．  

b，C：中～下流側 Mittellauf～Unterlau士  

Rh：オオノミヒルギ欠ん～ヱ呼んo才一α∫′〆0∫α  

Son：マヤプシギぶ0〃〃gJ一αf∠ααJ∂α  

Pand：アダン fも乃ゐ乃〟∫0（ゐrα′よ∫∫～／／石兄∫  

Ex∴シマシラキEェcogcαrfααg‘‡／Jocんα  

Bar．：サガリノミナβα′‾＝′～gね′～∠α7‾αぐピ／メェ0∫α   

a：上流側 Oberlauf  

Av：ヒルギダマシュt′Jcピ乃／エ∫α／ルα／イ／ヱα  

Br：オヒルギ月／一〟g～J～ピ7一αg・Jリ′けヱ0′‾′一ん∫ヱα  

Kan：メヒルギ＆‡乃（おJJαCα乃∠わJ  

Hi：オオノ、マボウ 〃fわ∫∫C〟∫fオ／～〟β〟∫  

He：サキシマスオウノキ〃ピ／イ∠J（り一αJ′〃0／一d∫∫  
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Fig．4 仲間川河口におけるマングローブの群落配分  

Verteilungsschema der MangroveVegetationin dem Unterlauf der  

FluL3miindung der Nakama．  

1：河FluL3  2：ヒルギダマシ群落Avicennia／JLarina－Gesellschaft  

3：マヤプシギ群落Sonneratia alba－Gese11schaft  

4：オオノミヒルギーオヒルギ群落Rhiz坤ho7－a stylosa－Bruguie7・agy／71nOrrhiza－Gesellschaft  

5：オヒルギ群落Bruguieragymnorrhi3：a－Gesellschaft  6：水路Wasserweg  

Fig．5 仲間川河口域中流域におけるマングローブの群落配分  

Verteilungsschema der Mangrove Vegetationin dem Mittellauf der  

FluL3miindung der Nakama．  

1：川FluL3  2：メヒルギ群落ぷムnEhliacan鹿l－Gesellschaft  

3：オヒルギ群落Bruguieragy〝mOrrhiza－Gesellschaft  

4：オオノミヒルギNオヒルギ群落Rhiヱ呼horastylosa－Br〟guie／・agy′′ヱnOr7－hiza－Gesellschaft  

5：シマシラキ群落Excoecaria agallocha－Gesellschaft  

6：アダン群集Pandanetum tectorii  

マヤプシギクラスとしてまとめ，大西洋岸のものを  

Avicennio－Rhizophoretea manglisヒ  
ルギダマシーマングルヒルギクラスとしてまとめる提  

案がある。大場（1980）はKnappの意見に従い，琉球  

のマングロpブ林をKandelio・Sonneration  

albae メヒルギーオオバヒルギ群団にまとめ，  

Avicennio－Sonneratietea に含めている。  

また，Chapman（1978）はマングロ．ブ林を，オ←ダ  

ー，群団，群集に分類している。これらの報告ほ，い  

ずれも組成表が不備のため種組成が不明である。Mi・  

yawaki（1980）はタイのマングロ．ブ林において，  

屈んfgqクんor（ヱ（ゆfc〟Jαfαが群団以上の上級単位を標徹  

する種であることを指摘している。   

位置し，オオバヒルギ群落の内陸側に再びオヒルギ群  

落が現われている。   

マングローブ林は個々の群落の遷移段階に応じた帯  

状配列をもっているといわれている（Richards1964）。  

その配列ほ立地によって異なっているほか，同様の立  

地でも新たな種が加わることにより，あるいは欠ける  

ことによって群落の配列が変化する。そのため一概に  

その配列を述べることがむずかしく，マングローブ林  

の一つの特徴を表わしている。   

2．上級単位   

マングローブ林の植物社会学的な群落体系は，Kna－  

pp（1965）による，太平洋岸のマングローブ林を  

Avicennio－Sonneratieteaヒルギダマシー  
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Fig．6 西田川河口におけるマングローブの群落配分  

Verteilungsschema der Mangrove Vegetationin der FluL3m弘ndung des Flusses Nishida．  

1：海Meer  2：オオ／；ヒルギ群落Rhiz呼ho7－a stylosa－Gesellschaft  

3：オヒルギ群落Bruguieragy／JmO77－hiヱa－Gesellschaft  

4：オヒルギ群落（ギャップ）Bruguiel・agy／／mO汀hiza－Gesellschaft（Kluft）  

5：クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集Melothrio－Hibiscetum   

に植物社会学的な研究が行なわれ，以下の群落が区分  

された。  

1． ヒルギダマシ群落  

Avicennia marina＿Gesellschaft   

2．マヤプシギ群落  

SonneT・atia alba－Gesellschaft   

3．オオバヒルギ群落  

Rhi3：qt）hra stylosa－Gesellschaft   

4．オオバヒルギーオヒルギ群落  

J〃〟．ご（′函（〃V∫丹／（バ‘J－β川g〟／〝‘Jg．1ソ′〃〃げ′ゾ～点‘い  

Gesellschaft   

5．オヒルギ群落  

Bruguieragymnorrhiヱa－Gese11schaft   

6．メヒルギ群落  

ぷムnduia can（ゐl－Gesellschaft   

7．ヒルギモドキ群落  

Lu77mitze771raCemOSa＿Gesellschaft   

これらの群落はいずれも1～5種から構成される単  

純群落であるが，それぞれの立地条件に応じて空間的  

にすみ分けており，複雑な群落配列をしている。   

西表島のマングローブ林は，マングロ・→ブの中心で  

ある東南アジアの植分と比較すると群落の高さも限ら  

れており，種組成が貧弱で群落構造も単純であり，縁  

辺部の植分といえる。しかし，構成種は東南アジアの  

植生と共通しており，その生態および群落配列は基本  

的にほ同じ傾向を示している。   

西表島のマングローブ林ほ東南アジアから北上して  

いるマングローブ林の末端であり，構成種も漸減して  

貧化しているが東南アジアのマングローブと共通して  

いる。したがって東南アジアのマングローブ林と同じ  

上級単位に含められると考えられる。しかし，マング  

ローブ林の植物社会学的な研究ほまだ日が浅く，世界  

的な規模での比較研究ほほとんど行なわれていないの  

が現状である。上級単位の決定は東南アジアのマング  

ローブ林の十分な植生調査資料と比較，検討した上で  

決定されるほずである。   

西表島のマングローブ林を，植物社会学的な体系と  

してではなく，群団レベルのまとまりとしてとらえて  

みると以下の群落グループにまとめることができる。  

1．マヤプシギーヒルギダマシ群落グループ  

マヤプシギ群落，ヒルギダマシ群落   

2．オオバヒルギーオヒルギ群落グループ  

オオバヒルギ群落，オオバヒルギーオヒルギ  

群落，オヒルギ群落   

3．メヒルギ群落グループ  

メヒルギ群落   

4．ヒルギモドキ群落グループ  

ヒルギモドキ群落  

Ⅴ．摘  要  

西表島の河口，海岸，入江に特徴的に生育している  

マングローブ林について，約160の植生調査資料を基  
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Zusammenfassung  

Die Mangrove→Vegetation des tropischenAsiens reichtim Norden bis zu den s也dli－  

chen japanischenInseln．Sieist nicht nur ein 6kologisch sowie pflanzensoziologisch  

Sehrinteressantes Objekt，SOndern sie spielt auch eine wichtigeRollein Wirtschaft und  

K蛍stenschutz：Sie wird als HoIzkohle，BrennhoIz und BauhoIz genutzt；Sieliefert rei－  

chlich Meeresprodukte；und siebietetwirksamenLand－undUferschutzfiirdieFluf3miin－  

dungen，Buchten und andere Kiisten．  

Seit1979arbeiten wirim Gelande，um ein pflanzensoziologisches System des Man－  

grove－Vegetation Ostasiens zu entwickeln；die Untersuchungen wurden bisherin Kali－  

mantan，Indonesien，Thailand sowiein Sud－Japan durchgefuhrt．  

Um dieInselIriomoteist die japanische Mangrove－Vegetation nach Artenzusamm－  

ensetzung und Flachenausdehnung am besten entwickelt．ImJahr1982 wurden hier  

an den FluL3miindungen，Buchten sowie freien Meereskiisten mehr als160Vegetations－  

aufnahmen gemacht．  

Auf Grundihrer ArtenkombinationlieL3en sich folgende Gesellschaften unterscheir  

den：  

1：Aてノicennia marina－Gesellschaft  

2：Sonneratia alba－Gesellschaft  

3：Rhig呼hora s砂losa－Gesellschaft   

4：Rhizqt）horas砂losa－Bruguieragッmnorrhiza－Gesellschaft  

5：Bruguieragッmnorrhiga－Gesellschaft  

6：Kandelia candel－Gesellschaft  

7：Lumnitzera racemosa－Gesellschaft  

Die endgiiltige Aufstellung eines hierarchischen Systems setzt einen groBraumigen  

Vergleich an Hand zahlreicher Vegetationsaufnahmen voraus，der uns demnachst m6g－  

1ich sein wird．  

Die Mangrove－Gesellschaften derInselIriomote sehr einfach und nur ausl～5  

Arten aufgebaut．Sie verteilen sich dennoch gesetzmaL3igim Raum entsprechend den  

Standortsbedingungen，Wie es Fig．3～5zeigen．Die Mangroveist hierim Vergleich  

mit den Mangrove－Waldern SO－Asiens，WO ja einerihrer Schwerpunkte auf der Erde  

iiberhauptliegt，SChwach entwickelt：Sehr wenige Arten kommen hier vor（6Artenum  

Iriomote stehen25－35Artenin Thailand，Indonesien und anderen Gebieten SO－Asiens  

gegeniiber）；die H6he der Gesellschaftenist beschrankt；ihre jeweiligen Artenzahlen  

sind niedrig；auCh sind die Gesellschaften strukturellmonoton．  

Alle diese Eigenschaften zeigen，daL3 diese Mangrove am n6rdlichen Rande des  

Areals der ostasiatischen Mangrove－Vegetationliegt und hier aus klingt．Die Arten  

des Mangrove um dieInselIriomote sind jedochauchim tibrigen SO－Asien verbreitet，  

unddie Grurdz也ge der Okologie sowie derVerteilung derGesellschaften sind die glei－  

chen wieim Kerngebiet．   
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